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適
塾
記
念
会
は
緒
方
洪
庵
・
適
塾
お
よ
び
そ
の
関

係
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
大
阪
の
学
問
・
文
化
の
伝

統
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
5
2
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
適
塾
建
物
や
適
塾
関
係
資
料

等
の
文
化
財
保
護
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会
に
入
会
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
適
塾
で
学
び
地
域
医
療
に
尽
力
し
た
升
八
郎
。仙
台
医
学

専
門
学
校（
東
北
大
学
医
学
部
の
前
身
）に
留
学
し
た
魯
迅
を

熱
心
に
指
導
し
た
厳
九
郎
。腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
を
発
見
し
た
第
四

代
大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
長
・
恒
三
郎
。三
人
の「
藤
野

先
生
」の
生
涯
と
交
流
に
つ
い
て
、藤
野
家
に
伝
来
し
た
資
料
を

中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

森
村
泰
昌（
人
文
）「『
適
塾
の
つ
ど
い
』が

で
き
る
ま
で
―
現
代
の
適
塾
を
考
え
る
―
」

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信 

　

https://w
w

w.youtube.com
/w

atch?v=G
D

4sbKduM
hE

　
2
0
1
1
年
、
大
阪
大
学
創
立
80
周
年
を
機
に
適

塾
記
念
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
適
塾
運
営
・

大
阪
学
・
オ
ラ
ン
ダ
学
の
三
部
門
を
擁
し
、
適
塾
建
物

お
よ
び
歴
史
資
料
の
維
持
管
理
、
近
世
以
降
の
大
阪
の
学
問
・
文
化
や
日
蘭
関
係

史
の
研
究
を
行
う
ほ
か
、
阪
大
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
適
塾
を
顕
彰
す
る
た
め
、
見

学
会
・
展
覧
会
・
講
演
会
等
の
様
々
な
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会 

入
会
の
ス
ヽ
メ

◎
適
塾
特
別
展
示「
三
人
の
藤
野
先
生
、そ
の
生
涯
と
交
流
―
升
八
郎

　
と
洪
庵
、厳
九
郎
と
魯
迅
、恒
三
郎
と
遼
太
郎
―
」

　（
於 

総
合
学
術
博
物
館 

待
兼
山
修
学
館
・
4
／
24
〜
6
／
22
）

http://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
普
通
会
員
　
年
間
1
口
　
　
2,
0
0
0
円

　
　
　
　
　
賛
助
会
員
　
年
間
1
口
　
1
0,
0
0
0
円

い
ず
れ
も
複
数
口
で
の
申
し
込
み
可
。

申
込
＝「
大
阪
大
学
知
の
広
場
」

　
　
　
要
ユ
ー
ザ
ー
登
録
。（
左
記
U
R
L
・
Q
R
コ
ー
ド
）。

　
　
　https://open-univ.osaka-u.ac.jp/tekijuku/

会
費会

員
特
典

◎
洪
庵
忌
―
適
塾
の
夕
べ
―

　（
於 

適
塾
・
6
/
10
）

◎
適
塾
講
座「
病
気
を
環
境
す
る
」（於 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
）

【
令
和
六
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
】

2025年５月15日発行

池
田
光
穂（
元
・
C
O
）「
子
ど
も
た
ち
に『
感
染
症
と
人
類
の
歴

史
』を
伝
え
る
」（
10
／
21
）

祖
父
江
友
孝（
内
閣
府
）「
食
品
か

ら
摂
取
さ
れ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
健

康
影
響
評
価
」（
10
／
24
）

住
村
欣
範（
G
I
機
構
）「
人
間
と

動
物
が
つ
く
り
だ
す
環
境
と
健

康
」（
11
／
27
）

特
典
①
　

適
塾
の
参
観
料
が
い
つ
で
も
無
料
に
！

特
典
②
　

適
塾
見
学
会（
年
2
回
、前
ペ
ー
ジ
参
照
）の
無
料
参
加
が

可
能
に
！

特
典
③
　

会
誌『
適
塾
』（
年
刊
）を
無
料
で
お
届
け（
ご
希
望
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
）！ 

投
稿
資
格
も
あ
り
！

特
典
④
　『
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
所
蔵
　

        

適
塾
関
係
資
料
目
録
』を
希
望
者
に
無
償
頒
布
！

特
典
⑤
　

適
塾
で
販
売
す
る
図
録『
新
版 

緒
方
洪
庵
と
適
塾
』・
絵

葉
書
が
1
割
引
き
に
！

特
典
⑥
　

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
随
時
お
届
け
！

一　適塾関係資料画像データベース
　https://www.archive.tekijuku.osaka-u.ac.jp
一　公式Facebook
https://www.facebook.com/TekijukuCommemorationCenter/
一　図録『新版 緒方洪庵と適塾』 
　定価 本体 900円十税　購入は適塾窓口にて

一　適塾建物３Dモデル
　https://sketchfab.com/Tekijuku_UOsaka/models
一　学生スタッフInstagram
　https://www.instagram.com/tekijuku_and_koan/



　
文
久
2
年（
1
8
6
2
）4

月
、
洪
庵
は
母
の
米
寿
祝
い

の
た
め
帰
郷
し
た
。
こ
れ
が

洪
庵
最
後
の
親
孝
行
と
な
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
以
前
か

ら
要
請
が
あ
っ
た
幕
府
奥
医

師
へ
の
就
任
を「
討
ち
死
に

の
覚
悟
」で
受
諾
し
、
8
月

に
大
坂
を
発
っ
た
。
江
戸
で

の
生
活
は
心
身
共
に
負
担
が

大
き
く
、
洪
庵
は
翌
年
6
月

に
急
逝
し
た
。

　
洪
庵
の
薫
陶
を
受
け
た
者
た
ち
は
、
そ
の

持
て
る
能
力
を
社
会
の
た
め
に
役
立
て
て

い
っ
た
。
例
え
ば
長
与
専
斎
は
、
初
代
内
務

省
衛
生
局
長
と
し
て
衛
生
行
政
の
基
礎
を
築

い
た
。
あ
る
い
は
有
名
で
な
く
と
も
、
地
域

医
療
の
発
展
に
貢
献
し
た
者
も
多
か
っ
た
。

　
長
崎
留
学
を
終
え
た
洪
庵
は
天
保

9
年（
1
8
3
8
）、
大
坂
に
蘭
学
塾
を

開
い
た
。
こ
の
適
塾
に
は
全
国
か
ら

活
発
有
為
な
人
材
が
集
い
、
自
学
自

習
に
励
ん
だ
。
完
全
実
力
主
義
の
適

塾
で
は
合
理
精
神
が
育
ま
れ
、
門
下

生
た
ち
は
近
代
化
を
牽
引
し
て
い
っ

た
。

　
大
坂
蔵
屋
敷
留
守
居
役
と
な
っ
た

父
に
付
い
て
大
坂
に
出
た
洪
庵
は
、

か
ね
て
か
ら
心
に
秘
め
て
い
た
医
者

と
な
る
決
意
を
父
に
打
ち
明
け
、
蘭

学
者
の
中
天
游
に
師
事
し
た
。
そ
の

後
、
江
戸
の
坪
井
信
道
・
宇
田
川
榛

斎
に
学
び
、
蘭
書
の
翻
訳
も
始
め
た
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

　
誕
生
　
洪
庵
と
足
守

プ
ロ
ロ
ー
グ

エ
ピ
ロ
ー
グ

第
2
章

　
開
塾
　
教
育
者
と
し
て

　
教
育
の
か
た
わ
ら
、
洪
庵

は
蘭
学
者
・
蘭
方
医
と
し
て

活
動
し
た
。
当
時
の
蘭
学
者

が
渇
仰
し
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン

ト（
独
）の
内
科
医
書
の
翻
訳

に
歳
月
を
費
や
し
、
感
染
症

対
策
と
し
て
種
痘
の
普
及
や

コ
レ
ラ
治
療
に
尽
力
し
た
。

第
3
章

　
活
躍
　
学
者
と
し
て
、医
者
と
し
て

エ
ピ
ロ
ー
グ

　
後
続
　
洪
庵
が
遺
し
た
も
の

第
5
章

　
覚
悟
　
最
後
の
帰
省
と
江
戸
で
の
死

　
洪
庵
は
医
者
と
し
て
の
倫
理
観
を「
扶
氏
医
戒

之
略
」と
し
て
抄
訳
し
、
自
戒
と
す
る
一
方
で
、

弟
子
た
ち
に
も
諭
し
た
。
退
塾
後
の
門
下
生
と

は
書
状
の
や
り
取
り
を
続
け
、よ
く「
道
の
た
め
」

「
人
の
た
め
」と
説
い
た
。

第
4
章

　
思
想
　
洪
庵
の
こ
こ
ろ

第
1
章

　
出
立
　
学
問
修
業

第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

秋
季
見
学
会 

〜
岡
山
県
立
博
物
館
〜

特
別
展「
緒
方
洪
庵
―
そ
の
生
涯
と
郷
土
岡
山
―
」

　
適
塾
見
学
会
は
毎
年
夏
季
・
秋
季
、適
塾
記
念
会
会
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
会
員
お
よ
び
非
会
員
の
方
々
に
も
自
由
に
散
策
で
き
る
よ
う

見
学
会
道
程
の
概
略
を
再
現
し
ま
し
た
。

　
文
化
7
年（
1
8
1
0
）、
足
守
藩（
現
・
岡
山
市
北

区
足
守
）の
藩
士
・
佐
伯
惟
因（
快
翁
）・
キ
ョ
ウ
夫
妻

の
三
男
と
し
て
、
緒
方
洪
庵
は
誕
生
し
た
。
武
家
に

生
ま
れ
た
洪
庵
だ
が
、
幼
少
か
ら
病
弱
で
あ
っ
た
。

展示会場図面

緒
方
洪
庵「
人
身
窮
理
学
小
解
」

（
1
8
3
2
）

緒
方
洪
庵
書「
臨
事
無
為
賎
丈
夫
」（
年
未
詳
）

緒
方
洪
庵「
除
痘
館
記
録
」（
1
8
6
0
）

佐
伯
快
翁
・
キ
ョ
ウ
肖
像
画（
1
8
4
3
）

「
壬
戌
旅
行
日
記
」（
1
8
6
2
）

大
鳥
圭
介
書（
1
8
8
1
）

「
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
」写
本

※
今
回
は
洪
庵
の
地
元
で
初
開
催
と
な
っ
た
展
覧
会
を
紹
介
し
ま
す
。会
期
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

入口

出口

参
加
者
の

声

　
と
て
も
良
く
、
緒
方
洪
庵
に
つ
い
て

良
く
解
り
ま
し
た
。
解
説
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
（
秋
季
）

参
加
者
の

声

夏
季
見
学
会 

「
適
塾
と
そ
の
周
辺
を
た
ず
ね
る
」

「
適
塾
か
わ
ら
版
」
巻
二
参
照

　
本
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
し
か
も
、
続
け
て
、
歩
い
て
み
る
こ
と
が

で
き
て
、
時
代
の
経
過
に
つ
い
て
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
書
物

と
メ
デ
ィ
ア
で
勉
強
す
る
の
と
は
、
一
味
違
う
と
感
じ
ま
し
た
。（
夏
季
）

生
没　

文
政
九
年
〜
明
治
三
四
年（
1
8
2
6
〜
1
9
0
1
）

出
身　

陸
奥
国
岩
手
郡
盛
岡
仁
王
小
路（
岩
手
県
盛
岡
市
大
通
）

業
績　

大
橋
高
炉
築
造（
1
8
5
7
）、
佐
渡
鉱
山
開
拓

大
島
高
任

　

盛
岡
藩
医
・
大
島
周
意
の
長
男
と
し
て
誕
生
、
周
禎
、
総
左

衛
門
を
名
乗
り
、
新
政
府
に
出
仕
し
た
明
治
二
年（
1
8
6
9
）に
高

任
と
改
名
し
た
。
天
保
一
三
年（
1
8
4
2
）に
江
戸
へ
出
て
箕
作
阮

甫
・
坪
井
信
道
に
蘭
学
を
学
び
、
長
崎
・
大
坂
に
も
遊
学
し
た
。

兵
学
・
砲
術
、採
鉱
・
冶
金
に
興
味
を
示
し
、長
崎
で
は
長
州
藩
士
・

手
塚
律
蔵
と
反
射
炉（
金
属
の
熔
解
・
精
錬
炉
）築
造
書『
ロ
イ
ク

王
立
鉄
製
大
砲
鋳
造
所
に
お
け
る
鋳
造
法
』を
翻
訳
し
た
。そ
の
後
、

水
戸
藩
に
招
か
れ
、
那
珂
湊
に
反
射
炉
を
建
設
し
、
大
砲
鋳
造

を
行
っ
て
い
る
。
安
政
四
年（
1
8
5
7
）に
は
盛
岡
藩
の
大
橋（
現
・
釡

石
市
甲
子
町
大
橋
）に
洋
式
高
炉
を
建
設
し
、
橋
野
鉄
鉱
山
の
鉄

鉱
石
を
原
料
に
、
日
本
初
の
高
炉
法
で
の
出
銑
に
成
功
し
た
。
高

任
は「
近
代
製
鉄
の
父
」と
呼
ば
れ
、
現
在
も
日
本
製
鉄
北
日
本

製
鉄
所
が
あ
る
釡
石
は
近
代
製
鉄
産
業
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
。

　

文
久
三
年（
1
8
6
3
）に
は
盛
岡
に
本
格
的
な
洋
学
校「
日
新
堂
」

を
創
設
し
、
明
治
政
府
で
は
坑
師
学
校（
専
門
学
校
）や
工
学
寮

（
現
・
東
京
大
学
工
学
部
）の
設
置
を
進
言
し
て
創
設
に
携
わ
っ
た
。

岩
倉
遣
欧
使
節
に
随
行
し
て
欧
米
の
鉱
山
を
視
察
し
、
鉱
山
開

発
や
鉱
業
指
導
で
製
鉄
の
近
代
化
に
努
力
し
た
。

　

適
塾
と
は
蘭
方
医
・
緒
方
洪
庵（
1
8
1
0-

6
3
）が
天
保
９
年

（
1
8
3
8
）、
大
坂
に
開
い
た
蘭
学
塾
で
す
。
全
国
か
ら
千
名
に

も
上
る
塾
生
を
集
め
、大
村
益
次
郎
・
福
沢
諭
吉
・
長
与
専
斎
を

は
じ
め
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

北
浜
に
残
る
適
塾
建
物
は
現
存
唯
一
の
蘭
学
塾
遺
構
と
し
て
、

ま
た
近
世
大
坂
を
代
表
す
る
町
屋
建
築
と
し
て
も
貴
重
で
、昭
和

16
年（
1
9
4
1
）に
国
史
跡
、
同
39
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
同
55
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る

適
塾
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

其
ノ
九

其
ノ
九

大阪大学未来基金「適塾記念事業」より1口 1万円以上をご寄付ください。
後日、“一口適塾生”のご案内をいたします。https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp/project/tekijuku

　

適
塾
建
物
の
建
築
様
式
を
町
家
と
い
い
ま
す
。
い
わ
ば
町
人

の
店
舗
兼
住
宅
で
、
通
り
に
面
し
た
表
屋
が
店
舗
部
分
、
奥
の

主
屋
が
生
活
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
元
々
の
所
有
者
は
豪
商

の
天
王
寺
屋
で
、
洪
庵
が
弘
化
２
年（
1
8
4
5
）に
買
い
取
っ

て
か
ら
表
屋
は
医
院
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。
中
庭
は
表
屋
と

主
屋
を
空
間
的
に
隔
て
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

表
屋
と
主
屋
を
隔
て
る
！

　

大
坂
の
町
人
は
表
立
っ
て
贅
沢
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
い
う
の
も
、
淀
屋
橋
を
建
造
し
た
豪
商
の
淀
屋
が
宝

永
２
年（
1
7
0
5
）、
町
人
身
分
に
は
過
ぎ
た
驕
奢
な
生
活
を

理
由
に
闕
所
処
分（
取
り
潰
し
）を
受
け
た
か
ら
で
す
。
適
塾
建

物
の
表
屋
は
質
素
、
主
屋
は
贅
沢
な
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
中

庭
は
こ
の
異
空
間
を
つ
な
ぐ
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

質
素
か
ら
贅
沢
へ
！

ヅ
ー
フ
部
屋
が
あ
っ
た
?!

【最寄り駅】京阪淀屋橋駅・北浜駅、 
　　　　　 大阪メトロ淀屋橋駅下車 徒歩5分
【開館時間】午前10時～午後４時
【休 館 日】月曜日（国民の祝日は開館）
　　　　　 国民の祝日の翌日（土・日・祝は開館）
　　　　　 年末年始（12月28日～1月4日）
【参 観 料】一般  400円
　　　　　 高校・大学生等 200円
　　　　　 中学生以下 無料
　　　　　 ※適塾記念会会員および阪大生は無料！
　　　　　 住所：大阪市中央区北浜３丁目3－8
　　　　　 電話：06－6231－1970

適塾参観案内

荷物を預けて快適に見学できます。

鉱
業
技
術
者　

盛
岡
藩
御
鉄
砲
方　

佐
渡
鉱
山
局
長　

日
本
鉱
業
会
会
長（
初
代
）

　

ヅ
ー
フ
部
屋
は
現
在
、
二
階
の
塾
生
大
部
屋
の
隣
室
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
一
説
に
は
、
洪
庵
の
書
斎
か
ら
中
庭
に
出

る
廊
下（
写
真
右
手
前
）の
位
置
に
三
畳
ほ
ど
の
小
部
屋
が
あ

り
、
こ
こ
が
ヅ
ー
フ
部
屋
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
二
階
の
方
は

戸
板
一
枚
を
隔
て
て
女
中
部
屋
が
あ
り
、
塾
生
た
ち
が
夜
中
ま

で
勉
学
に
励
ん
だ
場
と
し
て
は
疑
問
が
残
り
ま
す
。
ヅ
ー
フ
部

屋
は
中
庭
に
面
し
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

中
庭

教員M▶3月から学生スタッフが適塾をご案内します（原則、土日祝）！ お気軽にお声がけください！　　特任助教X▶適塾特別展示が本になりました！「三人の藤野先生」で検索！　　学生スタッフY▶二階の塾生大部屋から見える庭と緒方洪庵の書斎が一番好きな景色です。　　学生スタッフK▶解体修復前の階段の傾斜はもっと緩かったようです。やっぱり登りにくかったんですね。

お

お

し

ま
　

　

た

か

と

う

求む！

“一口
適塾生

”

大島信蔵編修『大島高任行実』
（1938）

「
坑
業
は
百
工
中
に
在
て

　国
家
を
益
す
る
の
最
大

　な
る
者
な
り
」

（「
工
学
寮
新
設
に
関
す
る
意
見
書
」1
8
7
0
）
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